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1.問題

#W占者は、メディアの認1Π心理学的な研究を行ってき

た(たとえぱ、高橋(2006)、高橋(2007)、高橋・山木(2002)

など)。高橋(2006)は「メディア」という用語を、(1)媒介・

媒質、(2)道具、(3)形工や様式、(4)意味内容・コンテンツ、

という4つの側面から捉えた。木プロジェクトのテーマ

である「人上物」とはこの内の「道具」ということと同

義である。ただし、高橋(2006)では、道具について、単

なる物理的な道具ぱかりでなく、心理灼な道具というこ

とにも触れている。心'里的道具とは、もともとは0

Vygotsky(1979)の概念である。 V兇otsky は、心田■杓道具の

代表例として、言語を」二げている。つまり、他人とコミ

ユニケーションを取るために、あるいは白分の'思ぢのた

めに、人間は言語を心理的道具として使用している、と

いう訊である。vygotsky はその他に、各1市の記牙'や地図、

1酎愆寸るために指にひもで結び目を付けておく、といっ、

た例を挙げている。

高橋(2007)は、説明という心理的な過程を、各種のメ

ディアがネットワーク的に関耳寸る複雑系として捉えた。

そこで、「人上物」についても伺様にぢぇることができる。

人上物は単独で存在しているのではなく、他の人上物と

ネットワーク的な関係において存在しているばかりか、

人1剖によって使用される際には、心廻珀勺道具としても使

用される、あるいは別の心任里的道具と一緒に使用される、

ということである。こうして、人上物のネットワーク性

や重層性ということを導くことができる。

さて、報告者は、木プロジェクトにおいて、木作りの

現場での人上物発述学を研究テーマとしたが、その動機
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や背景は、以下の通りである。

当然のことであるが、木も人上物の1つである。木は、

その内容をi光名、にイムえるための人_L4勿である。・一方で、

現代の I CT技制fの発展に仟い、木というメディア・人

上物のあり方が変わりつつぁる。つまり、木という物理

的な形にしなくとも、施子的な恬報として流通tること

が川'能になってから久しい。そこで、現在の木作りの現

場についてあらためてえla査しておく彪、要があると判断し

た。

本作りの現場には、さまざまな立場の人闇が鬨与して

いる。まず、木を実陟剣ひ訊笊する執笊者、複数の執笊者

からなる房リ高を枇造化し1つの本としてまとめ上げる編

者、本の内容をチェックtる職修者、実際に本という形

に仕上げるための裏方的な立場であるが、 W,版社に在籍

している編集者といった人1剖が開与している。さらに編

集者の背後には、出版社のスタッフ、印刷所、流通に開

わる書籍店、僧業に関わる宣伝会社、学術的な書籍であ

れば、専陶学会、書清平の関連でマスコミなど、開り.して

いる。そして、将・来の統者も当然関与tることになる。

こうして、木作りの砂μ易を叡"査寸ることは、このように

さまざまな立場の人1剖の1剖で行われるコミュニケーショ

ンの実際を刈象とすることになり、本プロジェクトの題

材としてばかりか、メディアの認知心理学研究の事例と

しても最適であると判断した。

今回調査ヌ、1、象とした木は、認知心理学の分野でコミュ

ニケーションを扱った木であり、木プロジェクトの初年

度の共通テーマである「伝える」ということに直接関連

している。そこで、今回の調査対象としてふさわしいで

あろうという判断も働いた。

帆告名、は、別に「科・学コミュニケーション」に関する

プロジェクトにも入っている(三輪・高橋(2008))。利・学

气
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をテーマとした本作りの砂μ易に関する研究を行うことは、

本作りに鬨わる異領域、異分野、異なる立場の人間の1剖

のコミュニケーションに関する研究という意味で、「利

学コミコ、ニケーション」研究としても有意義であると苔

えた。

2.目的

木作りの砂μ昜についての論,旨、 i周査、*彫占は、ジャー

ナリズムからのものが大部分である。報告者の研究分野

である、認知心1里学や認知利・学から、本作りの砂"易にア

プローチしたものは、祁告者の知る限り存仕していない。

ただし、木作りの牙μ易における特定の心理過界に開連し

た認知心理学や認知科・学からの研究は存在している。た

とえば、「文章を書く」ことについての北行研究は、木論

のような立場・・日的を有していないので、闇}麺や限界が

あると苔えている。その問題点・限界点にっいては、後

述の「結果と苫察」においてふれたい。

以上から、木作りの弓ν易に対する最初の研究として、

本研究を位置イづけることができると半Ⅲ折した。そこで、

まずは、砂μ昜で遅きていること、つまり平例の収集を行

い、現場で起きている出来事を記述することから研究を

開始「j、る彪、要があると苫'えた。

具体的な、研究課題としては、

・木作りがどのように行われているのか?

・その木作りの過程において、どのような人上物が使わ

れているのか?

・その人上物の使用は、本作りの過程においてどのよう

に変化(発述)していくのか?

という観点から、事例を収集することにした。

今回対象とした木は、編架本であり、複数の編者が行

在している。編者は同時にある章の執争1者でもあるので

ここでは編茗者と記寸。そこで、編茗者と編茗者、編茗

者と編集者(出版社)、編茗者と訊笊者、編集者と執笹者、

というように、さまざまなコミュニケーションの形態が

存仕している。そこで、

・コミュニケーションの形態の違いによって、使用され

る人上物とその変化が異なるのか?

という1俔点も、取り_ヒげることにした。

以上から、木研究の目的は、木作りの現場において、

その過程において使用される人上物とその変化を記述す

ること、その上で、その過程について仮説を生成するこ

とである。

査を行うこととした。インタビュー調査における デー、

タの収集ならびに、分杤'方法は以下の通りである。

データ収集方法3.1

インタビュー司11査では、クリティカノレインシデント法

をj心用した半楢造化インタビューを採用寸る。クリティ

カノレインシテント法とは、・1・.に、那故分析において使用

されてきた方法であり、三扣收という出,来那に開連して、

当事者の失敗経験を、その文脈に関寸る情帆とともに想

起してもらうものである。木研究では、本作りの過程に

おけるイベントを、当小者が失敗とか闇題とか感じてぃ

ないことも含めて、そこで使用された人上物に注日して

もらい符えてもらうこととした。インタビュー恊ノJ者の

回答にj'ぶじて、質問の内容が変わっていく、半構造化イ

ンタビニ.ーを採用した。以下、インタビューガイドおよ

びインタビュー恊ノJの同意書については、二輪・高橋

(2008)での方法を参苔にして、木研究の対象にあわせて

報告者の貰仟で修止して作成した。

インタビコ、ーガイドを作成し、事前にi周査の槻要を伝

える。インタビューガイドは、インタビュー恊ノJ者にj心

じて内容を変えて作成した。すなわち、インタビュー恊

/J者が、編茗者、編集者(出版社)、訊竿者の場介にj'ぶじ

て、 3柯券須作成した。具休的には、付録 1・ 2 ・ 3 を参

照のこと。なお、これらのインタビューガイドにおいて

は、調査ヌ、1'象となった1÷1苓条について、「(〒斗籍条)」と

記している。具休的な書籍名を公開することはできない

ためである。

インタビコ_一所要畔汁"は一人、最大 120分とした。木

作りの過秤でのイベントとして各柿各様のものがあると

想定されたので、所要時1制を通常のインタビコ_ーよりも

長く取っている。

インタビュー調査を開始する前に、インタビューの進

め方、データの記録、得られたデータの扱いに関して、

インタビュー調査恊力の同意書に署条の上、帳告者と恊

力者とで一部ずつ交換した。調査恊力の伺意書は、付録

4 を参照のこと。

インタビュー場所は、インタビュー恊力者の所届市髪関

とした。寸なわち、訪闇調査である。

インタビューは、インタビュー恊ノノ者の許"1が得られ

てから、 1 C レコーダによって録音した。

インタビュー実施後、できるだけ早い時期に、インタ

ビニーメモを作成した。これは、インタビュー恊ノノ者に

税疏忍を求めてはいない。あくまでも報告者の記録のため

に作成したものである。

データの分析方法3.2

書き起こしの内容分析を行う。まず、テキストデータ

をイベント侮に分割する。次に、 1つのイベントの構造

を分析する。そして、収集したイベントを類型化し、そ
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3.方法

本作りの過程におけるイベントを、人上物の観点から

収集L分杤するという最初の研究という点から、木研究

においては、木作りに供リつった人々へのインタビュー調
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の概念晶緜Ⅱみを槻築tる。

インタビュー協力者と調査期間・場所3.3

ある 1Ⅷの書籍について、その編粂者(出版社)、編

茗者、執笊者を刈象とした。初年座は、編染者1凖'、編

茗者2名、執笊者 1凖,へのインタビューを、本年度は、

執竿者3●へのインタビューをそれぞれ実施した。編茗

者2凖,については、第1編茗者を編茗者1、第2編著者

を編茗者2と区別する。執笊者4条については、それぞ

れ、執午1者 1、執笊者2、執笊者3、執午1者4 と区別寸

る。

インタビュー恊ノノ老・実施H時・実施場所は、表 1 の

とおりである。

インタビュー

協力者

表1 イ

Table l

いホテノレの1喫茶店でインタビューを実施した。

編集者

ンタビューの実施Π時と場所

Datc and place oflntervlcws

1扇聖1者 1

;何二野名・ 2

インタビュー時の観察結果ならびに、インタビューで

の回符内容を分析した結果を以下のように3つの観点か

らまとめ、それぞれぢ察をリ川えたい 0

インタビュー実施時の協力者の様子から4.1

インタビューに回答寸る際、すなわちイベントを想起

する際に利用する乎がかりに、恊力者によって述いが見

られた。これは、恊力者の佃人釜ばかりでなく、本作り

での実陽Y)作業の内容や人上物も関迎していると思われ

る。

・編集者(出版社):・1・に記憶に基づいて回答

本作りの過秤.におけるイベントとしては、ヲ訓勿(印刷

された原稿や文書)という人上物を使用してのものが多

い。編茗者や執笊者との迎絡には、確子メールと瑠Ⅱ更・

宅配便による文書の通偏'とを使用している。

・編茗老 1:・1ξにラップトップP Cに保存されている心

子メーノレに基づいて回響

ヌ、1'象とした本において、最も貰仟ある立場である人物

だが、他の人物との連絡は基木的には篭子メールで1丁っ

ていた。原稿が上がってきて、編集作業に移ってからは、

印刷された原稿や文書での作業も多くhつてきた。

・編著者2:・iξに当該の木に関わる資料、文書、時々屯

子メーノレに基づいて回答

基木的には、資料や又書に基づいて回答した。日時な

ど微妙なΠⅡいに回答寸る際には、白分のデスクトップP

Cに残された竃子メールを硫認することも行った。

・執笊者 1:十:にラップトップPCに保存されている文

書ファイルに基づいて回答

執笵の際に使用したラップトップPCに、執笊の途上

のファイルを保存していた。執笊の際には、まずは裏紙

に竿記具でメモを取り、ある稗度まとまったらPCのワ

ープロで屯子ファイノレに入ノノし寸ぐに印刷しておく、そ

の印刷された用紙にまたメモを付け足していく、という、

ようにして原チ高を完成させた。

なお、執笊者2と3については、実際の執笊の現場と

インタビューの現場とに共通点や一致点がきわめて少な

いことから、上記のようなパターンを見いだ寸ことはで

きなかった。執笊者4については、・kに記,1意に基づいて

インタビューに回答していたが、報告者がより止確な情

蛾を求めれぱ、上記のようにPCを参照して回答したと

思われる。

木節の内容については、「インタビュー調査における

回答乎がかりについて」と題しては、高橋(2008a)で報告

した。付録5 を参照のこと。

本作りの現場で使用されている人工物につい4.2

平h戈 194ι 121119 目 0村

B:55-16:00

平成 191手 1211 20 U (オ0

10:05-12:15

平成 19 イド 1211 20 臼(木)

14:00-16:15

平力戈 194二 1211 21 目(く栓)

10:00-12:45

平成 201に 6 j・1 23 U U・D

14:30-16:00

平成 20年61130日倒)
14:15-15:30

平成 204-7 J・1 1 凶(火)

9:50-11:20

実施日時

執〒1者 1

執笊者2

4.

執〒者3

結果と考察

執笊岩4

実施場所

関西

所属先

関西

所属北

関西

所属先

開西所属

北(内詔先)

四国

新所属先

儿州ホテ

ノレ喫茶店

儿州

所属先

編架者は、大学院修士課程を修了してから出版社に入

社しており、研究者マインドを有している。入社後2年

日であるが、学生時代から同出版社にアルバイト勤務し

ていた経験がある。上司である編集長からの命令で、刈

象書籍を担当寸るになった。

これ以外dM罰茗者および執竿者は、すべて、大学院柚

士課程を修了または単位取得退学した後、大学の教員に

なったが、執〒者3のみは大学が開講している誠座の担

当を・1・:な業務としている。また、執予1者3のみ女性であ

る。

執笊者1は所属先で対象書籍に関わる執竿を終了し

ていたが、インタビュー時には内地留学制度を利用して

別の大学に所属していたため、内地留学先でインタビュ

ーを実施した。

執笊者2は執竿時には大学院生であったが、インタビ

ユー時には別の大学に就職した。インタビュー実施年の

4村に新しい所属先に移り、そこでインタビューを実施

した。訊竿者3は、スケジュールの都介上、所属北に近
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て

7人のインタビュー恊力者が、木作りの過和で使用し

た人上物としては、以下が上げられた。

・据え付1ナ噛訊

・ 1f{・,11』・'di'円

・ TE-f・メ・ーノレ

・又1〒片

印刷された文書内休

文書のやり取り(郵送や宅配イ卿

また、人上物ではないが、対而コミコ.ニケーションと

いう形態も取られていた。篭話については、抄汁拶心話が

緊急時に出先から連絡する彪、要がある時に使用される以

外は、据え付{ナ遜話が使用されていた。木作りの過程で

は、一番最初の訊笊依頼、初稿戻し、執笊者紹介文提出、

というような大きなイベントの際に、郵送や宅配便での

文書のやり取りという人上物が使われるが、同時に地子

メールでの連絡も行われる。 PCは、原村ιや文冉の作成

および、篭子メーノレやWobによる文献検索などインタ

ーネット利用のために使用される。インタビュー恊力者

によって、デスクトップP C とラップトップPC との使

い分けが見られている 0

本作りの過程におけるイベントと人工物発達4.3

について

企画43.1

編茗者1が最初に本の企画書を編集者に送った際に

は、寸ぐに編条者(インタビュー恊力者の上司である編

集長)が編茗者1の所属先に出向き、編茗者2も集まっ

て、 3者による文打所での打ち介わせが行われた。いわゆ

る企画会議である。インタビュー恊ノノ者である編集者に

よると、丁寧な木作りの場介には、執笊者も含めたヌ、1而

での企画会議を実施したいとのことであった。編茗者の

2人は、基本的にぱ"子メーノレによって、企画内容にっ

いて検討していった。

木作りの企画においては、木の内容や構成と執笹者と

を硫定することが・1ξな日的となる。編茗者や編集者は、

企画の段階では、執笊者と而轟がない場介がある。編茗

者 11が訊竿者4とは而識がなかったが、編茗者2と執笊

者4とは而戡があった。また、企画の段階と完成の段階

で執笊者が捉なることもある。執笊者3は当初企画段階

では楸竿者ではなかったが、当初予定の執竿者が執笊を

断念したため゛訊笊者2が編著者の求めに1心じて紹介し、

執笊者に加わった。執笊者3に止式に原稿執qq衣頼が来

るタイミングは、原チ高提出締吻後であったことから、企

画と原チ高作成と編集というイベントが冏時進行していた

ことになる。

本作りの過程における企画段階には、どのような内容

であれば意義や意味があって売れるのかといった消安者

心理やマーケティング、本を完成させるまでのプランニ

ングといった心任里過程が開迎しており、編茗者や編集者

といった立場の異なる複数の人1剖が開、・する過稗でもあ

る。このような心理過程に開しては、竹村(200のなどの

研究があるが、木作り白体を刈象にした認知利・学や認1Π

心理学からの研究は、笊者の知るほUノイ子在Lていない。

木作りにおける企画段1浩は、「企画史江という文書が

紙という人上物の形で用意され、「企画会議」という形で

関係者による対而での打ち介わせが行われて介意形成が

なされるというイベントに結品化される、とまとめるこ

とができると言えよう。

原チ謝乍成43.2

訊竿者は、原稿執笊依頼を受け取ってから、原稿を捉

出するまで、長時1剖にわたるイベントをさまざまな人上

物を利用しながら付瑚余していくことになる。認知心理学

や認知科・学の観点から「書く」という心理過程について

の研究は蓄枝されているが(茂呂(198S)や内田U99のな

ど)、実時間で長時剛にわたり原稿を完成させていくこと

白体を対象にした研究は、作文教育の実践など教育現場

での研究をのぞくと皆無である。また作文教育の実践研

究は、木論のように、人上物発途の観点から1丁われては

し、なし、

インタビュー恊ノJ者である、執笊者4名はそれぞれ以

下のように原チ高を作成した。

帆笊者 1:いきなり原稿を書き始めるということはし

ていない。通常の授業や研究活動をしながら、原チ高のこ

とを気にしつつも、心の中でネタ集めをする。ある程度

のネタが揃うと、 A4用紙の裏に、メモを書き付け、書

き足していきながら、文章の榊造を整理していく。書く

ことが無くなると、ラップトップPCのワープロに入れ

ていき、印刷しておく。その印刷された紙を見ながら、

ネタに気にとめつつ、メモを11き足しつつ、桜i造を整理

しつつ、ということを 3 匝1くらい繰り返していると、だ

いたい原1敵才できあがる。ワープロは沽書のための機器

の位置づけである。

執竿者2:原チ高依頼を受けて、内容について4つの軸

で書くことを思いついた。所属先の居室は作業室と共用

なので落ち新いて原チ高を書くことができないので、時劇

を見つけて、ラップトップPCを持ち出して喫茶店など

に村って、少し原1高を書く、ということを繰り返した。

これは気分転換にもなり良かった。 4つの軸については

別々に書いていき、最後にまとめ直して原チ高を完成させ

た。

執笊者3:ビンチヒッターなので最初は不安だった。

博士論文執竿と重なってしまい、そのメドが立ってから、

ラッフ゜
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こちらの原稿を木格的に執笊しはじめた。執竿内容に開

連寸る実践をtでにたくさん行っており、その実践のた

めの教科,書も書いている。よって、原稿の構恕はすぐに

立てることができた。所屈北と白宅とにデスクトップP

Cがあるが、ラップトップPC も持ち歩いており1契茶1占

などで訊笊寸ることも多い。ファイルをR付極に保存し

ており、ある弄度書きためてから、最終的に構造化して

完成さ・せた。

執牛1者4::所属先と冉宅とにデスクトップPCがあ

るが、ラップトッブP C も常時1北吊している。所応,北で、

ネットワークにつなげて、毎日ハードティスクを史新し、

常に最新のデータを複数のPC間で共有できるようにし

ている。原稿作成には、ワープロも使用寸るが十には工

ディターを使用している。冴肝高で使用した例文について

は、要に解釈の"1能性をΠ司い介わせてみた。

当然のことであるが、執竿者4人は令て、Π常生活の

中で、当該の原稿作成のみの作業を行っているわけでは

ない。通常の仕*(教育や研究、他の論文快竿など)を

1丁いながら、 j概高提出締UJまで少しずつ時1剖を確保しな

がら、原稿を作成していくわけである。原1訊乍成のため

に使われる人上物は、紙やPCぱかりでなく、ネタ探し

のために対而での研究会に参加したりインターネットで

検索したり、ということが行われる。紙やPCは内宅や

所属北というように同じ場所で使用されるぱかりでなく、

喫茶店などの場所で使用されたり、通勤や出張など移動

中にも使用される。このように、原1高作成のための人上

物が変化したり、使用される場所や時1剖が変化寸ること

により、原チ高作成の内容白休にも変化が生じる。

木作りにおける原稿作成段階は、原稿というコンテン

ツが完成されるイベントにえ冉品化される、とまとめるこ

とができると言えよう。

;澗条4.3.3

編集に関寸る認知心理学や認知利・学の観点からの研

究は、五吋赴(2008)がルげ"よかりである。しかし、木報

告のように、熊際のデータに基づいた研究は、報告者の

知る限り皆無である。

原稿は、まず編茗者1が査統をして訂止やコメントを

入れてから、編茗者2が作業を1丁って、編茗者1に返さ

れた。この作業では、実際の文書のやり取りが多くなさ

れた。また、別件で刈'而で会う機会を利用して、文書の

やり取りを行ったり、打ち介わせを行うこともあった。

編著者が行った編集作業としては、章立ての確定、文

体の統一、用語の統一、間違いの訂止があった。章立て

の確定とは、帳告者白身が執予ILた章の扱いが、当初各

論を集めたイ立置から、初校時{こ1隙論を扱っているイ立置に

変史され、二校時に再度各論を集めた位置に戻る、とい

うように変化した。文体の統一や問違いの訂止は、ゲラ

に書き込む形で行われた。用語の統一については、特に

編茗者2が可井見していた。木令休としての統一感を保つ

ために、木の・i・1題となる用語の統・ーが行われた。

編茗者2によると、ある執竿者から心訊相談があった

とのことである。その相談内容は、単なる屯子メーノレで

のコミコ、ニケーションでは解決できなかったことだと、

相談を受けた編茗者2は認識している。その後、その問

題は觧決した。

このように速絡のための人上物としては、通常1士屯子

メーノレや文書のやり取りが使用されたが、ある神のトラ

ブルが発生した際には施話という他の人上物が使用され

ていた。

木作りにおける編集段階は、最終ゲラというコンテン

ツが完成されるイベント{斬告品化される、とまとめるこ

とができると言えよう。

製ンK ・1坂売43.4

叡午1者および編茗者から校止作業が終わると、木作り

の過程は、印刷・製木を経て、販売と最終的な段階に丕

る。インタビュー恊ノノ者である編粂者によると、これら

の過程は、トラブルが発生しない1堤り、汰まった人上物

が使われるルーチン的な作業が大割")であり、木報告が

対象とした書籍についても通常の作業が行われた、との

ことである。

販売に関して、編集者は、広告用のチラシを作成した。

また、今回の譜4曾ではないが、インターネットの書評で

は有名なアルファブロガーに〒斗籍を献木する、というこ

とも行っている。

5.まとめと今後の課題

木祁告では、ある書籍を対象に木作りの弓ν易で使用さ

れる人上物のあり方とその変化を検討した。木作りにお

いては、編集者、編茗者、執竿者など立場の異なるネ牙数

の人間が、人上物(物理的な道具)ばかりでなく、心J里

的道具をさまざまに使用しながら行われることを記述t

ることができた。認知心理学や認知科・学の観J反から、こ

の木作りの現場にアプローチ寸る"m忌挫を示すことがで

きたであろう。

一方で、木帳告・には、インタビュー調査の限界による

問題がある。寸なわち、インタビコ_一恊ノノ者にとっては、

過去に体験したことを回顧することを求めており、回響

内容の愛・当性や偏匁畍生については、別の方法で得られた

データとの関連づけや対j心付けを行うことが必、要であろ

う。今後の課題として、報告者白身による参芋観察、原

稿作成時に行動報告法によるデータ収集、 W,版会社や印

刷会社へのフィール 1〒凋査、などが行う彪、要があると言

えるだろう。

イ
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では、インタビコ'ーを開始しま寸。

付録

起こしますが、内容を読むのは利、、高橋のみで寸。調査

の結果は令体として、学会等で発表する予定ですが、あ、

なたのお糸仙やあなた個人を轟別できるような情机を公

表することはありませ/V。

このインタビューでは、「 G井籍名)」を題材にして、

あなた力所鑑験した人」_杉山メディアのあり方について、

順を追って質問しま寸。質'ΠⅡへのあなたの回答を通して

利、たちが知りたいのは、人上物・メディアの利用におい

て、あなたがヲ引際に何をしたか、何をぢぇたか、どう感

じたかといった点です。あなたの一般的な1丁動や、こう

tべきだったということを知りたいわけではありませノV。

では、録音を開始しま寸。

具体的なインタビコ、ーを俳ψ台する"叫こ、インタビュー

調査恊力の同意書にサインを頂きたいと思います。これ

は、特に、インタビューのブア法について、さらに、イン

タビューで得られた1寺繊の扱いについて、事前に、あな

たと担当者である高橋との間で同意しておきたいことで

(インタビュー糊査恊力の同意書:読み上げ、質疑、サ

インをお願いする)

1.0 あなたのご専1"jは何ですか?

1.1 あなたが最近取り組ノVでいる研究は、どノVなもの

で司、か?

「(書籍■)」では、あなたは、編者の役割につい12

て、どのように感じていましたか?そして、それは、

1・分に果た寸ことができたと昔えていますか?

「(書籍名)」では、あなたは、第0章「X X」と13

いう章をご担当されていますが、この章では、どノνな役

割や内容を期待されていると感じていましたか?そし

て、それは、完成原稿で述成されましたか?

2.0 あなたが編者として、木を作ろうと,思ったきっか

けから、木が完成するまで、どのような出来事が島った

か、についてお話しいただきたいと思いまt。

2.1 何時ごろどノVなきっかけや日的で、その出来平が

ありましたか?それにはどのような人上物やメディア

が使われましたか?

2.3 その庁,来事について、それが始まる前の状況、そ

れの進展について、うまく運ばなかった場介にはどのよ

うにしてうまく運ぶように努力や上夫をしたか、出来事

の結末を含めて、あなたがしたこと、苫えたこと、感じ

たことを、あなた内身の物語として順を追って話してく

ださし、

2.4 その出来事がうまく運ばなかった場介には、誰か

59

0 研究概要

「木作りの現場での人上物・メディアのあり方事例調

査」にご恊力くださり、ありがとうございます。この調

査は、木作りの現場での人上物・メディアのあり方の芋

例を収集・分析し、茗者、編者、編集者島るいは出版社、

および将来の読者というように、異なる立場の多くの関

係者によって進められる木作りが、より良いものになる

ような方策を探ることを日的としていま寸。 2時問秤度

のインタビコ_ーを通じて、「(書籍凖,)」でのご経験を中

心にお開きします。インタビューを録音し、後ほど書き

付録1.インタビューガイド編著者向け
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に相談したり、その経験を誰かと共有したことはありま

寸か?その際に使用した人上物やメディアについても

教えてください。

(できるだけ1順番に、、^W寸"すことのできる出来事に

ついて、 2.0 から 2.4 を繰り返す)

3.0 あなたが担当された第0章「XX」という章の執

笊について、その最初の什',来三Ⅱから完成まで、どのよう

な川来事があったか、についてお話しいただきたいと'慰

います。

3.1 何1侍ごろどノνなきっかけや日的で、その出来事が

ありましたか?それにはどのような人上物やメディア

力q吏われていましたか?

3.2 そのW,来斗〒は、うまく運びましたか?うまく運

ばないという経験をされましたか?

3.3 その出来酢について、それが始まる前の状況、そ

れの進展について、うまく運ばなかった場介にはどのよ

うにしてうまく運ぶように努力や上夫をしたか、出来事

の結末を含めて、あなたがしたこと、昔えたこと、感じ

たことを、あなた白身の物語として順を追って話してく

ださし、 0

3.4 その出来亊・がうまく運ばなかった場介には、誰か

に相談したり、その経験を誰かと共有したことはありま

すか?その際に使用Lた人上物やメディアについても

教えてください。

(できるだけ順番に、.恩い出すことのできる出来事に

ついて、 3.0 から 3.4 を繰り返司、)

場介の連絡北を教えてください。

メールなど)

60

付録2、

け

0 研究槻要

「本作りの現場での人上物・メディアのあり方事例訓

査」にご恊ノjくださり、ありがとうございま寸。このi周

査は、木作りの現場での人上物・メディアのあり方の事

例を収集・分析し、茗者、編者、編集者あるいは川版社、

および将来の統者というように、異なるぐが易の多くの開

係者によって進められる本作りが、より良いものになる

ような方策を探ることを日的としています。 2時恬1程度

のインタビューを通じて、「(書籍条)」でのご経験を中

心にお開きします。インタビューを録音し、後ほど書き

起こしますが、内容を読むのは利、、高橋のみです。調査

の結果は令体として、学会等で発表する予定ですが、あ

なたのお名前やあなた個人を識別できるような情都を公

表寸ることはありません。

このインタビコ_ーでは、「(書籍■)」を題材にして、

あなたが経験Lた人上物・メディアの訪り方について、

1順を追って質問しま寸。質問へのあなたの回符を通して

利、たちが知りたいのは、人上物・メディアの利用におい

て、あなたが実暢鄭こ何をしたか、何をぢえたか、どう感

じたかといった点です。あなたの・一般的な行動や、こう

司、べきだったということを知りたいわけではありませノV。

では、録音を開始しま寸。

具休的なインタビューを開始する前に、インタビュー

調査恊力の詞意書にサインを頂きたいと,思いまt。これ

は、特に、インタビューの方法について、さらに、イン

タビューで得られた倩報の扱いについて、事f1解こ、あな

たと担当者である高橋との恬1で同意しておきたいことで

インタビューガイド編集者出版社向

(■刺、施話番月'、、屯子

4.「木作りの砂U昜での人上物・メディアのあり方」

ついて、ご意見があれば、内山に述べてください。

5.「(書籍名)」の武業ということについて、何かして

いることがあれぱ、ご白山に話してください。

5.1 将・来の読者を、どのように想定していましたか?

そのために、どのような上夫や努力をしましたか?

砂"a士いかがですか?

6.最後に、あなたご白身についてお尋ねしま寸。

6.1 あなたの最終学歴とこれまでの研究者としてのご

経歴(誰とど/Vな研究をしたのか)を教えてください?

6.2 笙し支えなければ、年齢を教えてください

毛

フ.以上でインタビコ.ーは終わりです。ご恊ノJありが

とうございました。後ほど、インタビューの録音を書き

起こして、他の恊力者のインタビューと介わせて分析し

ます。その際に、インタビューで闇き漏らしたことがあ

れば再度質問させていただくことは叫能ですか?その

に

(インタビコ'一司"査恊ノノの同意書:統み上げ、質'疑、サ

インをお願いする)

では、インタビューを開始します。

0

1.0 あなたのお仕平は何ですか?

1.1 あなたが最近取り組/Vでいるお仕事は、どんなもの

で寸か?

「(書籍条)」では、あなたは、編集者・出版社の役1.2

害11について、どのように感じていましたか?そして、

それは、 1'分に果たすことができたと昔えていますか?

他の書籍などの時と比べて、述いなどはありませノVでし

たか?

"
1
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木作りの現場で使用される人上物とその発述:事例司"査最終報告

2.0 あなた力陌罰集者・出版社として、木を作ろうと'思っ

たきっかけから、本が完成するまで、どのような出来司〒

があったか、にっいてお話しいただきたいと思います。

何1時ごろどんなきっかけや日的で、その出来事があ2

りましたか?その出来1川こは、どのような人が開わっ

てぃましたか?それにはどのような人上物やメティア

がイ吏われましたか?

2.3 その出来事について、それ力敬台まる前の状祝、それ

の進展にっいて、うまく運ばなかった場介にはどのよう

にしてうまく運ぶように努ノノや上夫をしたか、印,来平の

結末を含めて、あなたがしたこと、号えたこと、感じた

とを、あなた内身の物語として順を追って話してくだ

K し、 0

2.4 その出来芋がうまく運ばなかった場介には、誰かに

相談したり、その経験を誰かと共有したことはありま寸

か?その際に使用した人上物やメディアについても教

えてください 0

(できるだけ順番に、思い出寸ことのできる出来事につ

いて、 2.0 から 2.4 を繰り返司、)

研究概要

1.0 あなたのご専■は何ですか?

1.1 あなたが最近取り組ノVでいる研究は、どノVなもので

すか?

「(書籍名)」では、あなたは、第0章「X X」とい1.2

う章をご担当されていま寸が、この章では、どノνな役割

や内容を期待されていると感じていましたか?そして、

それは、完成原稿で途成されましたか?

2.0 あなたが担当された第0章「XX」という章の執笊

にっいて、その最初の出来小:から完成まで、どのような

出来平があったか、についてお話しいただきたいと思い

ます。

2.1 何時ごろどノνなきっかけや目的で、その出来事があ

りましたか?それにはどのような人上物やメティアが

使われていましたか?

22 その出来事は、うまく運ぴましたか?うまく運ば

「本作りの現場での人上物・メディアのあり方那例調

査」にご恊ノノくださり、ありがとうございます。この調

査は、木作りの現場での人上物・メディアのあり方の小

例を収集・分枅し、茗者、編者、1覇集者あるいは出版社、

および将来の読老というように、異なる立場の多くの開

係者によって進められる本作りが、より良いものになる

ような力策を探ることをfげ杓としています。 2時・獣1稗座

のインタビコ.ーを通じて、「(書籍右)」でのご経験を中

心にお朋きしま寸。インタビューを録音し、後ほど書き

起こしますが、内容を統むのは利、、高橋のみで寸。調査

の結果は令休として、学会等で発表する予定で寸が、あ

なたのお●前やあなた個人を淑別できるような恬祁を公

表寸ることはありませノV。

このインタビコ_ーでは、「(1÷籍タ.)」を題材にして、

防なた力泳科儉した人上物・メディアのあり力について、

順を追って質「1j1します。質1司へのあなたの回答を通して

私たちが知りたいのは、人上物・メディアの利用におい

て、あなたが実際に何をしたか、何を苫えたか、どう感

じたかといった点です。あなたの一般的な行動や、こう

すべきだったということを知りたいわけではありませノν。

では、録音を開始しま寸。

具体的なインタビューを開始する前に、インタビュー

調査恊ノノの伺意書にサインを頂きたいと,恐いま寸。これ

は、特に、インタビューの方法について、さらに、イン

タビューで得られた情報の扱いについて、弓而俳こ、あな

たと担当者である高橋との冏で同意しておきたいことで

寸、。

(インタビコ.一調査恊力の同意書:読み上げ、質疑、サ

インをお願いする)

では、インタビューを開始します。

3.「木作りの現場での人上物・メディアのあり方」に

つぃて、ご意見があれば、内仕ルこ述べてください。
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4.「(書籍●)」の鴬業ということについて、何かしてい

ることがあれぱ、ご白山に話してください。

4.1 将来の読者を、どのように想定していましたか?

そのために、どのような上夫や努力をしましたか?

現在はいかがですか?

5.最後に、あなたご白身についてお尋,ねしま寸。

5.1 あなたの最終学歴とこれまでのお仕事のご経歴(誰

とどノVなお仕中をしたのか)を教えてください?最終

学Ⅲ径では、どのような研究をされましたか?

52 差し支えなければ、年齢を教えてください。

6.以上でインタビューは終わりです。ご恊力ありがと

うございました。後ほど、インタビコ、ーの録音を書き起

こして、他の恊力者のインタビコ、ーと介わせて分析しま

す。その際に、インタビューで聞き漏らしたことがあれ

ぱ再度質'問させていただくことは"1能で寸か?その場

介の連絡先を教えてください。(条刺、竃話番牙、屯子メ

ーノレなど)

0

付録3.インタビューガイド執筆者向け

△
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木作りの現場で使用される人上物とその発辻:事例調査最終祁告

ないという経験をされましたか?

2.3 その出牙事打にっいて、それが始まる前の状況、それ

の進屡にっいて、うまく運ぱなかった場介にはどのよう

にしてうまく運ぶように努力や上夫をしたか、,十,来亭の

結末を含めて、あなたがしたこと、苔えたこと、感じた

とを、あなた白身の杉ル吾として順を追って話してくだ

2.4 その出来事がうまく運ばなかった場介には、誰かに

相談したり、その経験を誰かと共有したことはあります

か?その際に使用した人上物やメティアについても教

えてください。

(できるだけ1頓番に、思い出すことのできる什',来事につ

いて、 2.0 から 2.4 を繰り返司一)

3.「木作りの現場での人上物・メディアのあり方」

いて、ご意見があれば、内山に述べてください。

4.「(〒井籍タ.)」の武業ということについて、何かしてい

ることがあれば、ご冉仕ルこ話してください。

4.1 将来の統者を、どのように想定していましたか?

そのために、どのような上夫や努ノノをしましたか?今

現在はいかがでtか?

では、複数の恊力者から収集したデータを統介した形で

扱いますので、個人凖.や機関瑠が庁,ることはありませノν。

なお、研究データに誤りがないよう、インタビューの音

声を記録させていただきま寸。この記録は研究データと

して怪女巨に扱います。

もし質ΠⅢこ符えたくない場介には、お答えにならな

くても結胤です。また、インタビコ、-i帰査への恊ノノを中

断したい場介には、その旨お申し出があればいつでも中

断しま寸。

この冏意書は、インタビューの恊ノJ者と担当者とで、1

部ずつ保管しま寸。

5.最後に、あなたご白身についてお尋ねしまt。

5.1 あなたの最終学歴とこれまでの研究者としてのご経

靡(誰とどノνな研究をしたのか)を教えてください?

5.2 達し支えなければ、年齢を教えてください。

6.以」二でインタビコ_ーは終わりです。ご恊力ありがと

うございました。後ほど、インタビューの録音を書き起

して、他の恊ノノ者のインタビューと介わせて分析しまこ

す。その1捺に、インタビコ_ーで聞き漏らしたことがあれ

ば再度質「1打させていただくことは"1能ですか?その場

1介、0)迴!t各j,1亡を孝女えてく大ごさし、。(,Z、束11、'山1云舌1爵、牙・、 11工子・メ

ーノレなど)

につ

以上の条件で、

あり方司H列司a査」

同意しΥたします。

▼呼一

「木作りの現場での人上物・メディアの

のインタビュー調査に恊力することに

恊力者

お名前

御所屈

ご連絡先

付録4.インタビュー調査協力の同意書

平成年村

f木作りの現場での人上物・メディアのあり方事例調

査」のためのインタビューにご協ノJくださり、ありがと

ざいます。このインタビューには最長21寺惜」ほどの
^"

う

時惜1力効、かります。インタビューへのご協yJは仟意で寸。

このインタビューを通じてご提供・いただいた恬帆に、第

三者が触れることはありませノν。また、研究成果の祁告

インタビュー担当者

'サイン

メディア教育開発センター

〒261-0014 千柴市美浜区若柴2

インタビュー調査恊力の伺意書

62

043-298-3265

日( 11荏)

開催校化海道大学

発表n 2 0 0 8.9.1 9 (金)

書三樹青報高橋秀明 2008 インタビュー調査にお

ける回答丁功功、りについて日木心理学会第 72 回大会

発表論文集 18

付録5.日本心理学会第72回大会発表原稿

12

インタビュー調査における回答乎がかりについて

高橋秀明

(メディア教育朋発センター・総介研究大学院大学)

Key words:インタビコ、一回答手がかり人上物発
述学
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木作りの現場で使用される人上物とその発述:事例司"査最終報告

問題

インタビコ.一訟紬ξが使用される領域は広範1刑に及ノνで

いる。最近では、さまざまな人上物を開発する際に、ユ

ー・ザの要求を明らかにするために、あるいは人上物のイ吏

いやすさを評イ而寸るために、インタビュー調査を中心と

した質的な方法論が使用されることも多くなってきた。

本論では、そのようなインタビコ.一調査において、人上

物の開発において使用されてきた人上物を丁功VPりとし

て用いて、インタビューに回答寸るという興味深い現象

について報告・寸る。

調査刈象

人上物開発の砂"昜として、木論では、木作りの過秤を

対象とした。その動機や背景は、 D砂U弌の ICT技術の

発屡に什い、木というメディア・人上物のあり方が変わ

りつつぁる、 2)木作りの現場にはさまざまな寸場の人1樹

や集団が鬨与しており、そのⅢjで行われるコミュニケー

ションをヌ、1'象と寸るのは認知心理学の観点から興味深い、

ということである。

インタビュー恊力者と調査期間 d易所

ある 1冊の書籍について、その編集者(出版社)1●、

編若者2名、執予渚・1●をヌ、1'象とした。編茗者2名につ

いては、第1編著者を編著者1、第2編茗者を編茗者2

と区別する。秋竿者1名については、以下では、執竿者

0と記寸。

実施期Ⅲjは2007年12上1であり、インタビューは令て

関西地方において実施した。

データ収染方法

インタビュー調査では、クリティカノレインシデント法

をj,ぶ用した半構造化インタビューを採用した。クリティ

カルインシデント法とは、・1・:に、エル牧分析において使用

されてきた方法であり、司〒故という出,来小に関連して、

当事者の失敗経験を、その文脈に則tる情報とともに想

起してもらうものである。本論では、本作りの過程にお

けるイベントを、当司〒者が失敗とかΠⅢ麺と力ψぎじていな

いことも含めて、そこで使用された人上物に注日しても

らい箸えてもらうこととした。

インタビュー所要時間は一人、最大 120分とした。木

作りの過程でのイベントとして各種各様のものがあると

想定されたので、所要時問を通常のインタビューよりも

長く取っている。インタビュー調査を閉始する前に、イ

ンタビューの進め方、データの記録、得られたデータの

扱いに関して、インタビュー調査恊力の同意書に署名の

上、研究者と恊力者とで一部ずつ交換した。インタビュ

一場所は、インタビュー恊力者の所属機関とした。寸な

わち、訪ル1i捌査である。インタビコ、ーは、インタビュー

恊ノノ者の許'寸が得られてから、 1 C レコーダによって録

音した。インタビュー実施後、できるだけ早い時期に、

インタビコ_ーメモを作成した。

データ分析方法

記録した音声データの書き起こしを1丁い、その内容分

析を1丁った。すなわち、回容されたイベントの織造を分

析し、収集したイベントのパターンを類型化Lて、概念

忰組みを枇築した。

方法

結果と苔察

インタビューヲ訪御寺に、インタビュー恊ノノ者がインタ

ビコ.ーに回答寸る際、寸なわちイベントを想起する際に

利用寸る千がかりに、恊力者によって以下のような述い

が見られた。これは、それぞれのインタビュー恊力者が

本作りの際に、どのような役割で、どのような人上物を

使って作業を1丁っていたかということに、干.に関述して

いるとぢぇられる。

・編集者(出版社):・i・に二酎意に基づいて回箸木作りの

過程におけるイベントとしては、実物(印刷された原チ高

や文書)という人上物を使用してのものが多い。編集者

は、編茗者や執竿者との連絡には、班子メールと鵄H更・

宅配便による又書の通偏'とを使用していた。

・編茗者 1:・1-1にラップトップP Cに保行されている晒

子メールに基づいて回答編茗者U才、対象とした木に

おいて、最も支仟ある立場である人物だが、他の人物と

の連絡は基木的には竃子メーノレで1丁っていた。原稿が上

がってきて、編集作業に移ってからは、印刷された原稿

や文書を使用しての作業も多く1丁ってきた。

・編茗者2:・1-1に当該の木に関わる資料、文〒井、時々遁

子メールに基づいて回答編著者2は、基本的には、資

料弌0文書に基づいて回答した。則寺など微妙な問いに回

答する際には、白分のデスクトップPCに残された篭子

メールを科疏忍することも行った。

・執笊者0:・1ξにラップトップP Cに保存されている文

書ファイルに基づいて回答執笊者0は、執竿の際に使

用したラップトップPCに、凱竿の途上のファイルを保

存していた。執竿の際には、まずは裏刑Uこ竿記具でメモ

を取り、ある程度まとまったらPCのワープロで竃子フ、

アイルに入力しすぐに印刷しておく、その印刷された用

紙にまたメモを付け足していく、というようにして原稿

を完成させた。

インタビュー恊力者は、過去の付斗驗を恕起して回答し

ているわけであるが、あくまでも調査時において再枇成

しながらそうしていると昔えることができる。回答の手

がかりは、過去の付叫矣を媒介した人上物として捉えるこ

ともできるが、調査時の再楢成を媒介している人上物と

しても捉えることができる。あるいは、人_L物に結品化
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